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1　はじめに
　3病棟では、老人チェックとして、看護記録1号用紙
Na　2があり、65歳以上の患者に使用してきた。　（図1）
今回、再検討するにあたり、何故、老人チェックが必要
か、ということから考えてみた。
　高齢の患者には、疾患に加えて、老人の持つ特性とし
て、「環境適応能の低下」、「聴力・視力・運動機能低
下」などがあることを、見落してはならないだろう。老
人が入院して、今までと異なる環境で生活することは、
疾患の有無にかかわらず、身本に変調をき左す要」因とも
餐久得る。そこで、入院生活が、円滑に送れるように援
助するためには、患者の環境変化を最低限におさえるこ
とが必要である。したがって、一
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年齢に無関係なため、特に、高齢者に対する配慮に欠け
日常生活面が捕えにくい。3病棟では、それを補うため
に老人チェック用紙を使用している。それは、6年前に
改善されているものの、現在に至るまでに、次のような
問題点がでてきた。
　①1号用紙とだぶっている点がある。
②障害の有無だけでは、その程度がはっきりしないた
め、実際どのように対処すればよいのかわからない。
③入院前の日常生活が捕えにくい。
④不必要な項目がある。
　これらの問題点を改善するために、老人チェックポイ
ントの再検討をすることにした。
ff　実施
　3病棟内で挙げられた問題点を踏まえた上で、院内で
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の使用状況を調査した。院内15ケ所にアンケートを依頼
した結果、実際老人チェックポイントを使用しているの
は、ごく限られた病棟であることがわかった。（回収率
100％）そして、次のような意見が得られた。
　①1号用紙とだぶっている面は、取り除いてもいいと
思う。
　②「生活リズム」「精神的ポイント」が、空白になり
やすい。
　③不要な項目がある。
以上のように、3病棟と似たような問題点が挙げられた。
これらを基に、新しい老人チェックポイントを作成、実
施した。　（図2）
　実施期間：9月6～11月20日
　対象　　：65歳以上の患者
使用鍵盤例
皿　まとめ
　老人チェック用紙を改善するにあたり、特に考慮した
点は、次のようなことである。
　①身体的チェック、衣食住、生活歴及び生活リズム（社
会性）、精神的ポイント記載事項の4項目から、身体の
機能面、日常生活面、その他、付記と区分した。
　②障害の有無を記入する形式から、具体的に選択でき
る形式にした。
　③患者の個別性を考え、選択の形式の中に、看護婦が
記入できるよう、空白スペースを設けた。
　④高齢ということから、食習慣、義歯、排泄など細か
く聴取できるようにした。
　⑤「家族来院予定」「世話をしてくれる方」という欄
を設け、家族関係にポイントを置いた。
　①②③に対しては、具体例を挙げてみる。
　①「身体的チェック」の項目の中から、1号用紙で聴
取可能な部分（外観・痺痛など）を取り除き、特に、必
要だと思われる、5つの障害を取り上げ、「身体の機能
面」とした。
　　「衣食住」を「日常生活面」として、ADL（日常生
活動作）を把握しやすくした。
　　「生活歴及び生活リズム（社会面）」と「精神的ポイ
ント記載事項」をまとめ、「その他」「付記」にした。
　②の例として、聴力障害では、1から4までの項目を
つくり、適するところにマルで囲むようにし、また、欄
外に手引きを加えた。
　③の例として、言語障害や食事では、2を空白とし、
聴取者が、その患者に合った方法を記入できるようにし
た。
　以上のように、2ケ月間実施した後、再度スタッフ間
で検討し、新たに、「意識障害」「常備薬」の欄を設け、
さらに言葉の表現方法などを明確にした。
　また、老人チェック聴取をスタッフ間で統一するため、
問題の多い症例患者を想定し、記入例を作成してみた。
そして、聴取する際、またいつでも参考できるように、
セロケースに入れ、定位置に置くようにした。
　老人チェック用紙を改善したことにより、患者の日常
生活は、より把握しやすくなった。また、チェック項目
の設問が具体化され、聴取する際もわかりやすく、患者
を捕えやすくなった。
　その結果、「はじめに」で挙げられた問題点が、かな
り改善されたのではないかと思う。
　これらより、老人チェック用紙の改善は、入院時、そ
の老人の特徴及び個別性を、初期に、充分に把握するこ
とにより、入院後の患者の日常生活が、円滑に送ること
ができるように、援助及び看護ケアが行う工夫も早期に
されると考える。
lV　おわりに
　しかし、この用紙の使用目的は、患者の日常生活を知
り、入院後も同様な生活を送れるよう活用されることで
あるが、実際は、入院時、聴取し、初回のカンファレン
スで取り上げて、看護計画を立てる時に活用されて、そ
れ以後、あまり活用されていないのが現状である。
　今後は、用紙の改善に伴い、患者にとって、最大限の
利用価値を発揮できるように、努力し、看護に活かして
いかなければならないと思う。
　今回、新老人チェック用紙を作成するにあたり、御協
力下さった、各病棟の方々に深く感謝致します。
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1．身体の機能面 氏名．年令 性別 入院月日
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2．介助で起坐（寝返りはうてる）。
3．寝返りがうてない。
起　　立 1．自力で起立できる。
2．介助で起立できる。
3．起立不可。　（理由：　　　　　　　　　　　　　）
歩　　行 1．自分で歩行できる。
2．　（杖．装具）で歩行できる。
3．介助で歩行できる。
4．歩行不可。　（理由：　　　　　　　　　　　　　）
食　　事 1．自分で可。　（方法：　　　　　　　　　　　　　） はし．スプーン
2． 体位などの工夫
3．全面介助。　（方法：　　　　　　　　　　　　　）
〈食習慣〉病院で配慮できる範囲内で。 アレルギーのある
食品
乳製品．卵．魚など
〈義歯〉無・有（部分・上・下・総） パン食．米飯など
・現在の調子（　　　　　　　　　　　　　　　）
。保管の方法（　　　　　　　　　　　　　　　）
Q装着時間（　　　　　　　　　　　　　　）
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着　　衣 1．自分で可。 ひもが結べる
2．細かいことは不可。 ボタンがとめられる
3。全面介助。 などつけ加える
清　　潔 1．入浴（自力・介助）
回／週　　　最終入浴日／
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排　　泄 1．トイレに行ける。（自力・介助）
2．ポータブル便器。　（自力・介助）
3．便器．尿器使用。
4。オムツ使用。（尿意の有・無）
5．その他。
〈排尿〉（昼　　回，　夜　　回） 前立腺肥大など
障害　　無・有（　　　　　　　　　　　）
〈排便〉ふつう・便秘・下痢
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　　　　　理解度．ptの第一印象．家族とのかかわり方など。
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